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HouBeFly.MuscadomeBtfcavicz'na,rearedomtheCtllttlreMediumpreparedwith'LOknr&…

AndThoseOnAgAr. ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayoflnsecti･

cides.XXXVI. SumioNAoASAWA.MichiyoSTTlnA,andShukoFtTSII川l(lharaAgricultural

ChemicalsInstitute,Shimizu)ReceivedApril30.1964.BotytE･Kagaku,29,25,1964(withEnglish

summary.30).

6. 豆腐粕および等天特基でそれぞれ飼育された イエバエの Malatllionに対する感受性の

相違 殺山剤のdi物試験用昆山の別行に関する謂間腔.郡36執 長沢純夫･柴三千代 ･伏見王子 (イハ

ラ瓜柴研兜所) 39.4.30受刑!

寒天に粉末附:i,粉乳をくわえて調製した培1兆でその幼虫期を飼育したイエバエは,豆因泊と聯母
粉末を主材料とする城北で朗育したそれにくらべて,神位の殺虫剤にたいして高い感受性をしめした.

イエバエを大出に射 Wl']付する方法はとくに穀山剤

のLLi物試験にたづさわる研光背によって光明され, 和

々の材料をくみあわせた飼群増光 がいくつか公にされ
ている (Nagasawa石),SawickiandHolbrook8)の綜

説参照). 1952年筆者の一人長沢3'は豆因柏と酎母粉

末を主材料とするひとつの処方をきめ.わが国で今日

広花園に採用されている大穴累代飼再法を休系づけ

た.そしてこの培誠で飼付されたイエバエと.なおふ

るい時代にもちいられていた偶発培兆によって飼付さ

れたイエバエと0)DDTの致落下仰柾効力に対する感

受性の糾迎なあさらかにした1,6).今Fl1本文に_13いての
べようとすることは.Dresden2)によって発表された

刃ミ犬培兆でその幼山川を飼ffしたものと,さきのii何
桁培)i.q･でbL･1fiLたそれとの malathionに対する感受

性の柑迎を光明した火映成約を.プt,ビット変換法に

よってn･'F折した細粒である.なおこのふたつの培兆に

よって刑付されたイエバエの発fTl上の糊辿.また他の

若干の殺虫剤に対する感受性の相迎についてもあわせ

しるした.

実験材料および方法

tlt試昆虫 :この実験にもちいたイエバエMusca

domcsh'cavfcl'naMacq.は,10数年余にわたって累

代朗fl'なつづけて今日にいたる.いわゆる高槻系とよ

はれる系統である.幼山朗TT'のための豆腐拍培基は豆

腐拍50,ぬか5.即位粉末0.5の処方に聯ずるもので,
一方 Dresdenによってしめされ培)1宅は,'&天40,全

粉乳100,形母粉末 100.水2000の処方をイ3-するもの

である.飼了割こは,といこilrL'柁12cm.7:古さ18cmの

ガラス製ポットをもちい,その上邦は-木綿(IJ-'C･IJJ,.つ
た.幼虫が成熟に述したq'1,そ0)｣二IIYIへバーミキ;Lラ

イト粉末をいれて,嫡化をたすけた.加は羽化のIr川

にふるいだして.かごにうつし.羽化した城山には砂

桝と水をあたえてか]fT'した.火映には羽化後4-5日

日の偶作:を)･R慨ガスで脈酔して.雌椛にわけ,その雌

桐作だけをもちいた.

供試薬剤 :この火映にもちいた malathion,S-⊂1.

2-bis(ethoxycarbonyl)ethyl]0,0-dimethylphos･

phorodithioateは, IJl効成分95%含有を表示する

researchgradeの拭flであるこ これを豆腐拍培基で

飼付したイエバエに処肘㌻る場合は,最高沸度 1.0/Jg

/mm3.'AS火的兆の勘合は 0.5FLg/mm3のアセトン折

紙とし,対数rLrU朋0.30103をもってそれぞれ6段粥に
柿別してもちいた.なおそのほかにもちいた節3表に

しめす非剤は,災験おでTffi結約臥 乃至はそれらの魁
辺川帆 あるいは研兜械凹から以tJtをうけた research

gradeの試料で,それぞれのイJ効成分にもとづいて,

アセトンで所要の数段l折の肌Ih:に柿別してもちいた.
試験方法 :非紋の処即は,眺試胴体を炭慨ガスで麻

酔し,その胸背恥こmiCrosyringeで,1個休あたり

lFLlづつ摘下処刑した.処Fl!桐恥ま40匹を1組として

垣径 9cm.絹さ5cmのガラス容絹に移し,網蓋をか

ぶせて,その上から脱胴鰍 こひたした稀釈牛乳をあた

えて.24時ttlJ放Itlした.実験は1洗度について2回く

りかえした.別にアセトンだけを処理した同数の個体

からなる対,P.(t区をもうけた.それゆえ malathionの

場合は,都合1320個体の イエバエが実験にもちいら

れた.なお malathionをのぞく他の試料は,我見一致

死率回帰直線のえられる肌度範囲をそれぞれについて

きめ.1渋皮について40-80胴体をもちいてその致死

串をもとめた.なJ,･その榔瓜 アセトンだけを処刑し

たノ抑l(l区をもうけたことは勿.iJaである.別[1..火的と
もに.況皮25oC,Lu尉U.lA:75,%のE3焔来日'/卜におい
ておこなった.
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実験括琴と考察

上.言Jの災故によってえられた結氷を表示すると,節
1滋耶2欄と節4欄の数値である.卵1欄の処理共立
a)対放(+2.000)を肌棚にとり,これに対応する致死

坤iのプロビット, すなわちempiricalprobitを縦軸

にとって,グラフの上にプロットした紙米が節1図に

しめすほぼ平行な2線である.なおここでアセトンの

みを処方i!した対.托(t区における致死率は0%であった.
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Fig.1. Dosage･mortalityregressionlinesof
housefliesrearedon一一Okara"(openclircles)
andagar(closedcircles)cu'turemediafor

malathiontreatedtopicallylnaCetOne.

ところで'I'ははのプt]ビットによる計訊 ま,上記の水

虫の対数と cmpiricalprobitの関係を満足せしめる

1線,すなわちこlJM占回帰線 provisionalregression

lineをLjJJl･止でひき,それをもととして致死率0,00'ぉ

よび100%に対するそれらをふくめた期待プロビット

expectedprobitをもとめ,それから数表をもちいて

workingprobitを卯Luする方法がとられる.しかし

共益が対数FaJ朋にしてひとしくとられており,しかも

それを節3欄にしめす ように.佼宜的な単位として

codenumberをもって代誠させた場合は,そうした

=r･仰凶相線にたよる池鎚をとらずに計許をすすめるこ

とができる.すなわち,節1段階として邦1図にしめ

した平行な2鰍 こふくまれる致死率100%に対して暫

'jury'な expectedprobitYをもとめ,表からこのY

に対か㌻る preliminaryworkingprobitを逆辞す
rJ.火例によって説U】すると,邦3欄の数億が,対数
にしてT.T;lLr'Jryiにもうけられた郡2欄の共益に対する
codenumberである.節4欄がこれに対応する故紙

)号iであZ.'.まづ.I-30)場合を除外してこれらの平均

をもとめる

妄′=ZxJ/A=0
26

~y-I-Zy'/k=46.88/10-4.688

ここでkはx′の数である. そして偏丑平方和,偏差

8'i和は,.それぞれ

Z〔x'2〕-2x'2-FZx'-20-0×0-20

Zlx'y']-Zx'y'-y-･'Zx'-16.38-4.688x0-16･38

これから

b=ZCx'y']/Zlx'2j-16.38/20-0.819

をえる.豆腐拍増益,炎天増益それぞれの empirical

probitの平均値y-'は,4.672および4･704で,これか

ら薬量と致死率の関係を満足するq7･行な蜘帰線の方程

式(subscriptlettero,Aはそれぞれ豆腐拍増進,堰
天培基をしめす)は,それぞれ

Y0-4.672+0.819x'

および

YA-4.704+0.819x'

となり,これらにx'=3を代入することによ().100,90'

の致死率にたいするprovisionalexpectedprobit㍗
としてそれぞれ7.129,7.161なえる.救出によりこ

のYに対LLhhするy'をもとめると,7.532および7.558

となる.これらが致死率100%にたいするprovisional

estima'tedprobitとして★を付して節5欄の .r'=3

の行にかきいれた数値である.

つぎにふたたびそれぞれの培基でえられた,対応す

る6ケの x',y'の関係から. 平行な重みをかけない

回付線の方程式をもとめ.それ ぞれの兆址に対する

expectedprobitYをi舶[･許する, 火例について脱

RJJすると.豆腐拍増益の凶相ILEi線については.

lx'-zx'/N-3/6-0.5

y-I.=Zy'/N-30･89/6-5･14833

〔x′2〕-I(x′2)-_Tl(x'2)/N-17.5

〔x'y′〕-I(x'y')-Zxlzy'/N-15.325
同様にして堪大増益については,

El=0.5

y-I-5･18000

〔x'2]-17.5

Ex'y'j-15.340

ゆえに両回帰線をあわせた

ZEx'l]-35

2⊂x'y'〕千30.665

これから

b-2〔x'y']/Z〔x2]-0.87614

がえられ,もとめるふたつの平行な回付線の方鎚式は,

豆腐胎,寒天培兆それぞれ

Y0-5.7103+0.87614x'

Y.i-4.7420+0.87614x'

となる.

つぎにこの J にそれぞれの数値を代入して, ex･
pectedprobitYをもとめると,第6欄の数値なえる.



Table1. AnalysisinprobitsofabalancedalLor･noneassayofthelethaleffectofmalathiononfemaleadultsofthecommon
housefly.rearedontheculturemedium preparedwith"Okara"andthoseonafar.Fliesingroup_sofn'-80

SueliiuurA Dose CdO.dseed Dead ET,p.iiiifal E諾.e震ted ･weight W,or:kbiiTg products TSse:i:g:hni;ed T;ti:g:hr註2

FLg/♀ x' % y' Y zu y wx' wy w y w y

0.03125
0.0625
0.125
0.25
0.5
1

-2 2.5 3.04
-1 12.5 3.850 38.8 4.72
1 65.0 5.39
2 91.3 6.36
3 100 7.53+

2.96 9.8 3.05 -19.6 29.890
3.83 30.5 3.85 -30.5 117.425
4.71 49.4 4.72 0 233.168
5.59 44.8 5.37 44.8 240.576
6.46 22.6 6.35 45.2 143.510
7.34 5.6 7.71 16.8 43.176

肘
85
72
認
36
5

3
3
4
5
6
7

7
7
0
3
5
6

0
0
9
6
5
7

1
3
4
4
2

04
お
花
3
36
5

3
3
4
5
6
7

7
7
0
3
8
8

10
30
49
46
お
7

162.7 31.05 56.7 807.745

A

0.015625
0.つ3125
0.0625
0.125
0.25
0.5

-2 2.5 3.04
-1 12.5 3.850 47.5 4.94
1 60.3 5.25
2 92.5 6.44
3 100 7.56+

2.99 10.3 3.05 -20.6 31.415
3.87 31.6 3.85 -31.6 121.660
4.74 49.7 4.94
5.62 44.2 5.22
6.49 21.8 6.44
7.37 5.3 7.74

0245.518
44.2 230.724
43.6 140.392
15.9 41.022

4
5
4
3
4
1

0
8
9
2
4
6

3
3
4
5
6
7

2
8
4
6
7
1

1
1
9
5
4
7

1
3
4
4
2

糾
鈷
94
23
44
00

3
3
.4
5
6
7

4
8
4
6
7
2

1
1
9
5
4
7

1
3
4
4
2

Total 3 162.9 31.24 51.5 810.731 170.1 169.8

Statistics
Firstweightedestimate Secondweightedestimate Thirdweightedestimate

0 A Both 0 A Both 0 A Both

n
ノ
リヽ

〕

･･<

.,
A
..誓

.帆,'
-

a

.:;
･
.i

Jq

0.34849

4.96463

235.540

198.425

169.157

169.718

2.561

0.31615

4.97686

235.619

193.775

159.363

168.182

8.819

0.03234

0.01223

471.159

392.200

0.83242

326.474

xb2-0.047

0.40634

5.01601

265.081

224.047

189.365

191.427

2.062

0.36449

5.01704

264.002
217.986

179.991

188.280

8.290

0.04185

0.00100

529.083

442.033

0.83547

369.306

xb2-0.050

0.40047

5.01110

262.968

222.272

187.874

189.966

2.092

0.36572

5.01826

262.189

216.557

178.867

187.199

8.332

0.03475

0.00716

525.157

432.829

0.83562

366.692

xb2-0.049

ll.428. n-9

0.01018. 0.31121

1.01191, 0.52473

0.07946

10.402. 〝-9

0.01296. 0.31399

1.01051, 0.56336

0.07696

19.472, n-9

0.01304, 0.31407

1.01059, 0.56061

0.07706

rj1-

臣
芝

螺

3

2
9

鍵
I

l
Z
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つぎに表をもちいて, このyに対応するweighting

coefficients(Z2/PQ),minimum workingprobit

(Y-Q/Z),および range(1/Z)をひき,

W-n'(Z2/PQ)

y-(Y-P/Z)+P/Z

の式によって weightw とworkingprobityをも

とめろ. ここで n'は眺試個体数で,この場合一様に

n'-80であり,L)は致死率である.節7.8鯛の数伯

がその結果である.このW,yおよびx'から平行な両

回帰線の cOmbinedslope

b'-Zr'.px'y]/2⊂wx'2〕
をもとめる.ここで Zlwx'y〕および Z〔wx'2]は,そ

れぞれふたつのIリl帰線の

⊂ztlXl2〕-I(wx')2-22(wx')/Zw

〔wx'y〕-I(wx'y)-2(wx')2(wy)/Zlt･

の和である.slopeにおける分散の程度は,

xb2-zB苦-B2

によってきめられる. ここで ZBL2および B2は,そ

れぞれ平行なふたつの回帰線の

B2J-〔wx'y〕2/⊂wx'2〕

の和と,

82-22〔wx'y〕/2〔wxl2]
の式によってもとめる.

対放り1位をもってしめされた豆腐拍増益および寒天
培)A;によって飼ffされたイエバエの malathionに対

する相対耐虻は,

M'-l''rx'.-;'̂+(-yA-5;o)/b')
としてiiI･拝される. ここでt''は.対数t11位でしめさ
れた兆idのlLT'J隔で,この場合は0.30103である.なお

これは codenumberx'の単位でしめされる盗であ

るが.これを災際の薬袋の対数の単位 M でしめすに

は.これ,に対放単位でしめされる南回帰線の薬虫の平

均IIltのよ壬をくわえれはよい.すなわち

M-Ml+20-EA
本文の似合.立傑拍培)A;A,寒天培基はそれぞれ

も--0.75256,x-A--1.05359

で,そのZiは0.30103である.計許された平行な回帰

線と観auf血のプtlビットとの皿の適合性は

assayx2-2〔wy2]-B2

によって検起する. ここで ⊂wy2]はそれぞれ0)hi附

線に対して,

〔wy2]=I(wy2)-22(wy)/Zw

で,匝IhAli線の数をh',薬虫の数を kとすると自由度

n=k-h'-1である. x2の値が有志でない場合は,

n-…,p-0.05に対するL2-3.841をもちいてslope
factor

C-B2/(B2-L2)

を.汁弥する.そして confidenceintervalは,

28

XN'-CM'j=I/(C-1)(C-M'2十㍍｡/Vb75

-∽′土÷ ェ
の式によってもとめられる.ここで

vd Vbb-(忘 +去 )Zlwx2〕
Z〔wx2]-F'̀22〔ztlX'2〕

である.

上述の式によってもとめられた,歪みをかけた節1

凶日の計界の結果は,第1表の下段の股初の欄にしめ
すごとくで,

〟′-0.01018,エ-0.1589

がえられる.自由度 n-9における22-ll.428で,

失敬帖を満足しているものと判断される.

こうしてもとめられた,歪みをかけられたItil榊方程
式からYを計許しなお.し, このYに対応する (Z2/

PQ).(Y-Q/Z)および (1/Z)を誠からひき,あら

たに weightw と workingprobityをもとめる.

その鮎栗が邦1表上段の11,12札渦の数旭で.このW,y

とx'とから, まったく同じ過程にしたがってgi'2Ld

目の計界をおこなった結果が.下段中火の側にしかj~

数仏である.邦2回の計罪におけるyは,12のうち7

つまでわづかではあるが,lLkt初の計界結nlのそれとは

ちがっており,〟/も0.01018から0.01296となり.

若干ことなり. x2は11.428から10.402に, Lは

0.15892から0.15392に娘少,なお=L;T･のZ主知がみら

れる.そこで節2回日の計汀によってもとめられた.

重みをかけた回帰方程式から, さらにYを.け拝し.

これから同位にWとyをもとめ (郡13,14関).x'と

の3着からまったくおなじ山砂こしたがって.m3LuI
日の.=Ir汀をおこなった結火が.下段の耶3欄にしめL

Table2.Duration(day)ofdevelopmentfrom
ovlpOSitiontoemergenceofthehouseflies

rearedontheculturemediumpreparedwith
"Okara''andthoseonagar.

Durationof Okara Agar
development No.Offlies No.offlies

♀ 古 宇 古

10 254 352 0 0
11 525 589 5 14

12 685 605 326 415

13 134 75 240 145

14 9 5 9 9

15 1 2 7 2

16 0 0 2 0
Total 1608 1628 589 585

Average ll.45 11.26 12.48 12.27
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た数lLltである. 郡2rtj旧のそれと比較するとyは12

0)うす,.ふたつがわづかにことなるだけであり,M'-

S

】…qo
l

d

tz
!

L

u
u

anb
a1
】
a

!̂Tt:trLuln
U

Lengthincubeofobservedvalue xl/10

Fig.2. Cumulativefrequencydistributions

oflengthofpupae.ofthecommonhousefly
rearedonHOkara"(opencircles)andagar
(closedcircles)culturemedia.Observed1
unit-0.05mm.

Table3. Differencesinsusceptibility
adultsofthecommonhouse

HOkara●'andthoseonagar.

0.01304は,那2回o)それに対して0.4,00/以什C-放
した.x2のILlt.またLのrlIIもほとんどかわらず.こ

れ以上の作jl三.汁?,7:は必%(ないもo)とかんがえられる.

以上の火轍鮒!把から,:U'.弼nltlTu.q･-Cそ0)幼山lPJを

朗ffLたイエバエは.'n{六m).仁で朗FT'したそれ より
matathionに対する剛比は.耶1･Jrド指節3榊o)M
a)TL(tがしめすように.log-10.31409-2.06倍程度たか

いということができる.

この刀.児は勿,糾藷兆の栄益的なちがいにもとづいて
いるものと考える.輝夫培非が豆腐拍培基より栄養的

におとるとおもわれることは.第2表にしめすごと

く,発育にやや長時間を要すること.またこれによっ

て発持した成虫は,豆固相培基で飼育羽化せしめたも

のより,邦2図に蛎の長さについてしめしたごとく,

やや小qI_であることなどによりうなづかれよう.発行
にやや艮n.'jFrIJを酔 ｢ることは耶3図にしめしたように

tothelethaleffectoEsomeinsecticidesbetween

flyrearedontheculturemedium preparedwith

Okara Agar

chemica1 -siiTdifr MTiaiir siiW d¶ 編 二一(n望1) M･ log-1M･
deviation lethaldose deviation 】ethaldose

〝g/♀ 〝g/早

Naled 0.1782

S40871) 0.2465

Dimethoate 0.1960

Fenitrothion 0.2348

Slamか 0.2671

Diazinon 0.1993

Butonate 0.3996

Ethylparathion 0.2180
Chlorthionl) 0.2086

Trichlorfon 0.2732

Dichlorvos 0.2591

Methylparathion 0.1308

Lindane 0.3592

♪,〆･DDT 0.3748
〟.dl.trans･allethrin 0.3554

1sodrin 0.4707

Endrin 0.4279

Dieldrin 0.9422

Hercules57271) 0.3426

Carbaryl 0.9344

0.00528 0.1991 0.00390
0.02390 0.1816 ●0.01456

0.00359 0.1888 0.00243
0.01424 0.1919 0.01191

0.08374 0.2549 0.05796

0.01402 0.2007 0.01173

0.27556 0.3995 0.22184

0.01192 0.1966 0.00982

0.01955 0.1764 0.01252

0.06598 0.2243 0.03973

0.00365 0.2929 0.00287

0.01106 0.1722 0.00867

0.14559 0.3915 0.07585

1.56520 0.4221 1.11310

0.52958 0.4843 0.41376

0.03514 0.4725 0.02043

0.04007 0.3471 0.01801

0.03349 0.9422 0.03349

0.20707 0.3348 0.10508

2.11620 0.9054 0.38837
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1)0･ethy1-0･(4･cyanophenyl)phenylthiophospl10nate
2)0,0･dimethyl･0･(4･chlorophenyl･azophenyl)thiophosphate
3)0,0･dimethyl･0･(3･chloro･4･nitrophenyl)phosphorothioate

4)3･isopropylphenylルmethylcarbamate
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Fig.3. Changesoftemperaturesininside

of"Okara…(opencircles)andagar(closed
circles)culturemedia.

豆腐拍培益においては,依群のため培基小の出皮が急

激に上昇するのに放し,'雑犬培基においてほこれがそ

れほど大きくないことにもよるであろう.

Malathionにおいてみられた, 上に しるしたよう

な差異は邦3表にしめす ごとく,他のいくつかの殻

虫剤においてもみとめられ.その差異に多少のちがい

ほあるが,一様に湛大培韮飼符の個体において感受性
がたかかった.火用((y'には1-L因的培兆は'R帖に,しか

も容易にa'a製できるIL.(,わが国などではイi利であるが

地域的に,また時IStjff.J'にこa)胴人が不可随な試蚊研兜

機LNにおいては,寒天培兆の方が利用性は拭いであろ

う.また他系統,興種個体の出入する位険性も前者に

くらべて後者はすくないであろうし,小放映な飼付火

験にも政利であるかもしれない･非斉岬 性の点では,

さきの枇 iil･B)とあわせて考え･ると,馬糞培基による

ものが一番に拓く∴豆腐拍培基飼育のものがこれにつ

ど.IAS火城北において一番弱い個体がえられるようで

ある. J

摘 要

1) 豆憐柏と酵母粉末を主材料とする培兆で,その
幼虫期を飼ffIした イエバエと,.雄大に粉米酢捗,粉
乳をくわえて調出した'&大増益や飼育したそれ と

の,malathionの致死作用に対する感受性の相迎を

microsyringeをもちいる滴下法によりしらべた.

2) 豆腐拍増益で飼育したイエバエは,寒天培基で

30

飼育したそれよりmalathionに対して約2.06倍程度

つよいが,これは主に飼育培基の栄養的'な価値による

ものであろう.

3) 悉輸率反PLhhにもとづいて記録された均衡のとれ

たこの生物試験成組に対して,プ1]ビット法を通用.

生物試験の約度をはかるための信頼限外を計許した.

4) 有機燐系殺虫剤,塩素系殺虫剤他あわせて20毛虫

についてその場安佐の相迎をしらべた銘刀壬も,すべて

malathion同様,豆腐拍培基で別封'したものの方が,

雑犬培基で飼育したそれより,その感受性はひくかっ

た.

5) 豆傑拍培進は材料の入手が容錫である地城にお

いては,安価たしかも容易に調製できる利点を有す

ち.これにたいし寒天培誠はその調掛こ時期的な,普

た地域的な制約をうけることがなく,特に小規校な飼

pff火映には適しているといえよう.
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Summary

Thecommonhousefliesrearedontheagar

culturemedium2)wasca. 2.06timesasBus.

ceptibleasthoserearedontheHOkara"culture

mediums).rAlmostthesamedifferencewasre.

cognized･inseveralinsecticidesasshownin

Table3. 1tisconsideredthatthedifference

observedismainlyduetothenutritionaldiffer･

encebetweenbothculturemedia. Themass

production ofthe common house fly using

"OkaraMisveryeasyandefficientintheplace

thatthematerialisalwaysavailable. Onthe

contrary,noseasonalandlocalrestrictionsin

gettingmeterialsareconsideredasthegreat

advantagesintheagarculturemedium.


